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上 弟 上考 事 す 京 (ヨ低よ り)
〔上三王工= ■重 _ 、と= 下 : 生 _ ゴ基 ▲  ! 甲 彪 _ 辞び 上三
5 第 3号 墳石室 (南より)
?  第 1号 i古市 ア 「1+対 !『
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第 1 5 図 第 2 号 墳 石 室 実 測 図

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































l r  l
t轟
l i J J  A            =
年 1 7 函第 3 号 墳 石 三 実 測 因
D         I B
街 l Q 口  待 R 年 ■ 者 中 ■
埴輪実演4田
遺 ・ て に の 東 す〕
― と
物 九 い は l l a 壁は 工 定
夫 る 数 斜 で 上 榎
一
で か 列 を 約 乱 積 0
本 あ
｀
河 持 二 に / 榎
墳 つ 基 原 つ 0 行 で
｀
ヰ、た 底 石 て 膚 く い 更
現 ハ 部 を い
｀
に る に
に 第 に 積 た 西 つ
9 砂
盗 1 6 方ミん
°
壁 れ 石 質
打 。 い て 石 で せ を つ
に 1 7 てめ 主 約 り 積 褐
あ 岡 南 ぐ の 一 高 ムフ 色「
ヽヽ イ` ↓よ ら 目 千 1 十 二 十
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くこ醇三重垂= = 重三= 正三三二三雲逐≧王目と手= D    錦 1
( 三二夢監ど三二三二
三二重= 二三E 三三園& ミとい
5    申
S
亮  坤  |メ1  弟 じ=埠 邑 !1ニノJ丁  ・立★〕次夫 よJ―
る
横
京
式
石
室
で
あ
る
。
石
室
は
付
近
克
川
河
床
に
多
く
見
ら
れ
る
砂
岩
弾
を
以
て
、
床
・
壁
を
構
築
し
、
頂
部
に
近
づ
く
に
っ
た
て
神
を
せ
ば
め
、
縦
断
面
が
梯
形
に
近
い
、
胴
張
り
あ
る
構
楽
法
を
用
い
て
い
る
。
奥
壁
・
天
・キ
石
・
羨
門
・羨
指
一扉
石
な
ど
は
Ｆ
ナ、
形
の
片
岩
系
の
石
を
用
い
イＬ
い
る
が
．
こ
れ
ら
は
現
在
で
も
言
居
町
卜よ
り
上
速
判
床
Ｌ
兄
β
れ
、
ま
た
切
“讐
ｃ
れ
て
，
つ
石
．Ｔ
あ
る
。
此
等
星
一
畳
に
近
い
」様
な
百
一石
を
ど
の
様
に
運
ん
だ
か
は
不
萌
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
舟
逗
に
よ
つ
た
で
あ
ら
ぅ
と
ぃ
ぅ
郷
土
え
家
の
許
一が
あ
る
と
伝
問
し
て
い
る
。
右
室
の
壁
は
人
頭
大
の
諜
ｔ
あ
る
が
厚
く
構
築
さ
れ
、
本
に
表
道
部
、お夕
丘
南
側
な
ど
は
百
だ
淳
く
、
高
く
樺
が
用
い
ら
れ
、
雪
石
も
か
な
り
の
層
を
な
し
て
いｖ
る
。
従
つ
て
盛
上
の
少
な
い
小
円
墳
、
或
ほ
盗
土
を
剤
ら
れ
た
古
中一時空中端一邦取中“申”巾坤や″力な申十い一！Ｗ̈
”此
等
は
何
れ
も
諜
の
多
い
河
川
の
近
く
に
営
ま
れ
た
よ
あ
て
あ
，
懐一代キ中一串中い咋申中串一舟一＋われ中い十小鞠一韓弟一中キヤ中〓榊キ中”，ｈ一れ一
か
、
一有
軍
内
に
更
に
箱
式
格
を
お
く
例
が
一
例
あ
つ
た
】
こ
の
「
ぃ
は
関
亮
苅
方
後
期
古
増
に
任
至
兄
ら
れ
る
。
又
第
１
号
封
土
て
〓
見
さ
れ
た
骨
壼
は
、
形
態
み
て
平
安
朝
の
も
の
と
思
わ
れ
る
．
埼
玉
県
天
里
郡
花
園
村
の
考
古
学
的
調
査
`夕1?ヽ
埼
玉
県
大
里
郡
花
園
村
の
考
古
学
的
調
査
て
は
良
美
生
産
の
み
が
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、Ｆ
一時
、よ
業
・
主
主
生
産
な
ギ
店セ
吉
景
と
す
る
後
期
古
措
⌒斉
が
次
第
に
類
中例
を
指
こ
ム
ン
つ
あ
る
。
不
村
は
既
述
の
よ
う
に
荒
川
扇
状
地
上
に
あ
り
な
か
ら
・
濯
浅
の
便
悪
く
、み
のヽ
一金
す
が
陸
田
・桑
国
で
、
近
時
一漸
く
よ
村
が
開
日
さ
れ
つ
つ
あ
る
状
況
で
、
古
代
に
於
て
も
展
業
生
産
力
は
伝
い
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
現
在
も
他
に
は
こ
れ
と
い
つ
た
産
業
も
た
・
い
。
ま
た
奈
良
朝
前
後
の
追
跡
は
古
墳
群
を
除
い
て
は
見
当
ら
な
い
。
隣
接
町
村
中
、立犀
快
遺
跡
に
富
む
の
は
西
接
す
る
寄
居
町
て
、
荒
川
渓
谷
の
谷
日
高
状
地
の
末
端
に
位
置
し
、
一弥
生
式
送
跡
の
存
・
す
る
他
、
古
墳
・
空
小址
・廃
寺
土
等
奈
良
朝
前
後
の
指
牟跡
に
宮
〓
一
、
平
安
時
代
以
降
は
藤
田
郷
・
藤
田
庄
の
中
心
と
な
り
、
ま
た
武
蔵
一
七
党
中
の
猪
俣
党
の
根
拠
地
と
も
な
つ
て
い
た
。
前
述
の
者
一跡
つ
内
、
生
産
関
係
の
も
の
と
し
て
は
窯
址
群
が
あ
り
、
こ
の
箕
軒
は
須
恵
器
・
瓦
の
両
者
を
や
き
、
規
模
に
於
て
は
荒
川
流
域
最
大
っ
も
の
で
あ
り
、
ま
た
武
蔵
国
分
寺
謙
一迄
瓦
な
ど
も
出
軍
一し
て
「
い
る
。
従
つ
て
奈
真
朝
前
後
、
こ
こ
に
窯
業
！者
の
集
団
が
あ
り
、
子
・
の
生
産
に
従
事
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
）
太
古
墳
詳
の
あ
る
処
は
、沖
積
地
で
棟
の
堆
積
が
厚
く
、
土
募
の
発
達
が
不
充
分
の
点
な
ど
よ
り
、
弥
生
‥
百
墳
時
代
を
通
じ
て
岸
一
業
生
産
力
が
乏
し
く
ゴ
六
ヤ為
に
恐
ら
く
不
毛
の
地
に
近
く
、と婦室
一
地
帯
、
所
謂
塚
原
を
し
て
利
用
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
背
市
一
一
（り
∩
）
述
の
工
う
と
同
時
代
頃
の
生
産
地
帝
の
位
置
、
古
塩
の
実
一猛
仏
が
寄
居
町
に
近
い
方
が
古
く
、
花
園
村
の
方
、
即
ち
東
漸
す
る
に
従
つ
て
苛
し
く
た
と
よ
う
な
事
実
、
及
び
出
土
品
と
窯
止
と
土
品
と
つ
類
，
な
ガ
つ
請
点
を
併
考
し
て
、
本
古
墳
群
を
残
し
た
人
々
の
〒
に
は
煮
業
集
画
の
人
々
が
あ
つ
た
と
考
え
た
い
。
然
ら
ば
そ
の
集
一団
は
如
何
な
る
氏
族
て
六
十つ
た
で
あ
ろ
う
か
。
古
代
東
一国
に
帰
化
人
が
遷
直
さ
れ
た
こ
と
は
天
智
天
皇
五
年
冬
十
〓把
・に
ｆ二
済
の
男
一女
を
運
し
た
記
事
を
初
一見
と
し
て
、
そ
の
後
一も
屋
々
故
一見
Ｊ
る
。
殊
に
武
蔵
に
於
い
て
は
、
文
献
・
地
名
声
ケいよ
等
に
た
い
て
、
此
等
席
」化
人
に
関
係
あ
る
も
あ
も
決
し
て
少
く
な
く
、
そ
の
来
住
は
秦
民
朝
ま
で
も
継
続
し
た
。
こ
の
様
な
人
々
が
、
東
一沖や巾中一巧お一中学一範一学弥”韓十一↑評一勢中キ中一時一牛〕宇十一｝
譲店神
須
恵
審
・
百
な
ど
の
生
産
を
開
始
し
た
集
団
の
中
に
も
、
三
幸
出
身
の
先
！造
技
術
を
も
つ
た
人
々
、
或
は
そ
の
子
孫
が
い
た
で
あ
ろ
う
。
外
し
、
そ
↑
人
々
が
武
蔵
に
来
住
し
文
献
に
残
る
、
秦
氏
で
あ
つ
た
か
、
高
度
一氏
で
あ
つ
た
か
、
或
一は
金
氏
で
あ
つ
た
か
に
つ
い
て
の
文
球
的
証
一明
は
全
く
不
可
能
で
あ
り
、
ま
た
不
古
項
群
、
或
は
筈
址
な
ど
に
は
、
少
く
と
も
直
接
的
な
大
陸
の
影
督
は
認
め
難
く
ギ
“一語
府
化
人
的
安
素
は
稀
薄
で
あ
る
。
こ
れ
は
吉
墳
後
期
或
た
奔
長
期
頃
来
住
し
たヽ
帰
化
人
は
い
ち
早
く
日
本
人
を
同
化
性
に，【”一旬療部時′，中「蒙
牝
能
軒
頼
曜
准
．（督
従
つ
て
、
将
来
後
藤
教
〓技
の
説
か
れ
る
如
く
、
本
古
墳
群
の
即
■
ミ
河
原
の
礫
を
比
，験
的
多
く
用
い
て
十
一墳
を
構
築
す
る
手
法
↓
、
単
に
河
川
流
域
特
有
の
手
法
で
な
く
、
三
韓
地
方
に
連
な
る
積
石
塚
の
系
綻
そ
あ
る
こ
と
が
更
に
確
実
性
を
増
す
な
ら
は
、
本
吉
墳
帝
も
又
帰
化
人
と
そ
の
子
孫
の
そ
れ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ギ
止
と
の
関
連
性
も
更
に
確
実
性
を
増
す
で
あ
ろ
う
。
然
し
現
在
の
処
怖
化
人
の
壌
暮
と
す
る
に
は
情
証
が
乏
し
い
憾
み
が
あ
る
。
我
々
の
調
査
結
果
は
、
後
藤
教
授
の
説
へ
の
反
対
資
料
と
は
な
ら
な
い
が
、
ま
た
稽
極
的
傍
証
資
料
と
も
な
り
え
な
か
つ
■
生
【
一
ら
く
、
水
古
墳
詳
の
被
芥
者
の
中
に
は
、
禁
業
や
官
牧
事
業
に
従
事
し
た
文
献
に
名
を
残
ど
ぬ
帰
化
人
や
そ
の
子
孫
も
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
と
の
推
測
の
域
を
脱
し
得
ぬ
の
が
、
正
直
な
処
我
々
の
一坑
在
の
考
え
で
あ
る
。
更
に
家
畜
副
葬
あ
≧
や実
の
解
釈
は
類
例
の
増
加
を
侯
つ
て
後
ち
に
讃
り
た
い
。
千
一　
一市
　
　
ギ市
我
々
に
史
学
科
耳
六
年
度
調
査
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
本
村
の
考
古
芋
釣
詞
琶
を
行
い
，ヽ
―
以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
調
査
結
果
と
ダ
ヽ
ｉれ
に
基
い
ヤ、／．、革
だ
貧
菊
な
資
料
か
ら
て
は
あ
る
が
、
〓
耳
一ヂ
ィ」の
考
玉
県
大
三
郡
在
国
村
の
考
古
学
的
調
査
ズ、
た
。
考
古
学
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
文
献
史
学
と
共
に
歴
史
の
再
構
成
を
そ
の
目
的
と
す
る
。
本
報
告
は
書
か
れ
た
歴
史
の
と
し
い
六
十紺
一
に
於
い
ヤ」
、
造
跡
ｉ
退
物
一を
通
●
ャて
見
た
そ
れ
，
〓れ
の一時
小代
の
新
面
を
粘
写
し
た
に
す
ぎ
た
ｔ、
．
チ
ど
は
将
来
に
於
い
て
も
、
一員
に
付
一等
か
の
形
で
こ
の
流
域
一の
調
査
を
続
け
、
古
代
文
の
再
構
【広
の
４
ネ料
一の
有
一集
と
考
察
を
准
一め
て
行
中き
た
い
と
願
つ
て
‐、】る
。
一そ
の
意
味
で
本
報
告
が
本
地
域
だ
於
け
る
工
調
査
資
料
と
し
て
、
ま
た
将
来
の
調
査
の
手
が
か
り
に
難
外
な
り
と
も
研
究
者
各
位
に
活
用
さ
れ
る
点
が
あ
れ
ば
我
々
に
と
つ
て
は
そ
れ
こ
そ
望
外
の
幸
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一穐
“
終
る
Ｆ
当
り
、
調
査
、
及
び
報
告
作
成
に
終
始
使
夏
を
賜
わ
つ
た
東
京
大
学
敦
技
駒
井
和
麦
博
一士
、
本
調
査
の
実
施
を
承
認
ｉ車
れ
た
千
塚
隆
義
教
授
は
じ
め
史
学
科
教
員
各
位
、
及
び
参
加
学
生
語̈
氏
に
許
ネめ
て
深
中く
謝
意
力
一捧
庁
ス
〉も
の
で
あ
る
。
尚
、
太
稿
は
後
藤
干
一
教
授
に
対
す
る
昭
和
三
〇
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
、
綜
合
研
究
「
束
目
末
に
於
け
る
古
墳
の
伝
播
と
社
よ安
の
発
長
の
研
究
」
に
対
す
る
中
川
あ
分
担
研
究
の
一
部
を
成
す
も
の
で
ゑ
一る
こ
と
を
付
言
す
る
。
一二
千
一　
Ｔ
川
成
入
　
相
模
大
破
町
愛
石
山
村
穴
調
査
報
告
ｉ
森
生
六
十
一
）
一
～
一五
五
、　
大
一
〇
一
埼
玉
県
大
里
部
花
園
村
の
考
古
一学
的
調
査
２
　
こ
の
古
墳
は
一
九
五
六
年
一
二
日
１！≡≡秒
一利
採
兵
業
者
家
Ｅ
つ
致
一地
と
な
つ
て
消
高
一し
た
。
３
　
埼
玉
県
え
　
管
二
千
〓
要
ｕ、
及
び
新
編
武
蔵
風
上
記
稿
に
よ
る
，
４
　
れ
↓
市出
れ
車
一章
一形
十　
一伺
色里
ね
チＴ
を
中
］
し
工，仕
■
一土
日本
の
許科
生
＋一会
長
一跡
（歴
史
と
文
化
Ｉ
）
一
九
五
七
、
四
≡ｂ
　
寄
を
町
末
野
に
須
恵
器
窯
址
群
、
ま
た
馬
騎
内
に
は
奈
・長
時
代
房
寺
址
、
及
び
空
一土
が
あ
る
。
６
ｏ
７
　
埼
玉
県
史
　
第
二
・
〓
一巻
８
　
稲
村
坦
元
　
武
蔵
野
の
青
石
塔
婆
一
九
五
五
、
三
９
　
中
川
は
、
昭
和
三
一
年
一
一
一月
、
第
一
回
立
教
大
学
史
学
会
大
会
で
考
容
の
一
端
を
の
べ
た
。
１０
　
滝
日
宏
・
他
　
岩
手
県
江
釣
子
村
精
各
地
古
墳
群
調
査
報
告
（岩
一ｒ
史
ヤ子
９
）
一
九
二
一
、
‐几
古
墳
群
は
北
上
川
河
岸
段
丘
に
あ
る
群
集
墳
で
、
蕨
手
刀
が
出
ｉ
し
、
実
年
代
奈
良
朝
に
近
い
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
１１
　
伊
東
信
雄
　
菅
崎城
県
加
美
郡
上
郷
古
墳
（日
本
考
古
学
一年
報
４
≡
一　
九
五
一
逆
　
一
九
五
五
年
、
明
治
大
学
調
査
、
嘗
て
本
古
墳
群
よ
り
一取
手
刀
が
出
上
し
、
本
良
朝
頃
に
実
年
代
が
比
定
さ
れ
て
い
る
。
・３
　
後
藤
守
一
教
授
の
日
本
人
類
学
会
例
告
轟
演
に
よ
る
。
・４
　
言
田
章
一
部
　
埼
玉
県
天
里
郡
寄
居
町
天
野
の
窯
址
調
査
（モ
直
学
雑
誌
四
〇
十
一
二
九
五
四
、
七
一
（日）こ
ば
一　
言
丘
傘
町草
一「
坪
全
問
一　
業
」の
爺
世
尖
ェ式
　
　
　
一
九
五
六
、　
一
二三
元
国
　
古
墳
村
落
の
研
究
（
日
本
考
古
学
協
会
受
報
加
常
６
）
一
二九
千
十
不
、　
下
一
拡
，　
近
藤
義
軒ｍ十　
嘉
日
原
　
一
キ芸
需
申
、
佐
良
山
古
噴
詳
　
一
九
五
二
等
に
古
！頃
詳
の
立
地
に
つ
い
て
塚
原
の
問
題
に
取
れ
て
い
る
。
・７】
埼
玉
県
占ズ一　
第
二
巻
第
五
章
氏
族
第
二
節
蕃
別
の
武
蔵
移
入
の
項
波
”　
雪
内　
元
　
一帰
化
人
　
一
九
五
六
、
五
（追
記
）
Ａ一／回
の
調
査
で
発
見
さ
れ
た
動
物
遺
体
は
次
の
知
′
でヽ
あ
る
。
フ
ラヽ　
Ｓ
ミ
■ヽ
せ
、ぺ
Ｓ
ｓ
↑ぐ
、」
円
ｏ一
）
上
一顎
〓
乳
自
歯
（い
３
ф
ｏ』弔
じ
第
１
号
墳
わ
宣
内
克
満
土
中
よ
り
発
見
さ
れ
た
。
中と
ヽ
Ｇ
や
あヽ
や
、ミ
ミ
や
、し卜
■
喘）（卜
）
☆
蔽
一骨
一
、
生
後
一
！ヽ
二
年
の
も
つ
で
第
，
号
墳
石
室
内
克
満
土
中
よ
り
発
見
さ
れ
た
。
関
節
炎
に
か
か
つ
た
反
跡
が
あ
る
。
イ
「
ノ
‐
ン
ラ
タ　
↑
一払
い
や
は
ゃフ
カ
，Ｃ
　
（
∽
ヽ
均
胸
”呂
　
下ヽ
ヽ
い
ｏ
ヽヽ
】
＆
ヽ
Ｓ
　
、
内
ヽヽ
へ，ｓ
キミ
ｔ
街
中
ミ
Ｓ
、汗
〓
」
一】
酔
子ヽ
〕Ｒ
Ａミ
ミ
き
ミヽ
∽ヽ
ｓヽＳ
）
趾
骨
、
旅
骨
十
数
片
、
生
後
六
！
八
ケ
月
位
で
第
３
号
墳
一右
十
一内
充
前
土
中
よ
り
発
見
さ
れ
た
．
こ
の
外
、
第
１
号
墳
石
室
末
面
直
上
よ
り
、
鳥
骨
ら
し
き
も
あ
が
発
見
卜ご
ｈト
ヤ、十
υ
以
上
‐、
づ
れ
ヽ
化
石
化
の
程
度
よ
り
、
古
墳
時
代
後
期
の
も
の
と
み
て
と
支
え
な
い
。
出
土
地
点
が
石
室
内
で
あ
る
事
と
生
後
間
も
な
い
点
が
共
通
し
て
た
り
、
意
識
的
に
弄
つ
た
Ｌ
も
考
え
ら
れ
る
が
他
の
発
見
例
が
ま
キに
「ト
ツつ
じ
